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事　業　計　画　書

１　事業の名称
　　○○産地の復活に向けた耕作放棄地の再利用と収穫体験事業

２　実施地域
 （注）広島県中山間地域振興条例（平成25年10月施行）第２条の規定に定める中山間地域を記載すること。
　　●●市△△町

[bookmark: _Hlk193666721]３　事業概要
（1） 活動項目区分
	[bookmark: _Hlk193716950]①　該当する活動項目
	②　①が（シ）の場合、その活動内容を簡潔に記載すること

	（ウ）農作業の支援
	

	· 要綱別表（第３条関係）「補助金の交付の対象となる事業」の活動項目（ア）～（シ）の
うち、該当する活動項目を選択して①欄に記載すること。


　事業概要については、何をどうするのか、簡潔明瞭に記載してください。

（２）事業内容
　【現状・課題】
△△地域では、古くから○○が特産品として有名だが、近年、生産者の高齢化や販売価格下落の影響から後継者が不足している。また、収穫から加工までを当日中に行う必要があることから、収穫時にはたくさんの人手が必要となる。上記の事情から生産量が激減し、消滅の懸念がある。また、年々耕作放棄地も増加し、害虫の発生・野生動物の侵入など近隣の農家への影響も懸念されている。

【課題解決に向けた取組方針】
地域には○○の減少を憂う声が多くあることから、○○の栽培面積を増やし、○○の産地として復活させるとともに、耕作放棄地の増加防止につなげる。

【新たな取組】
そこで、○○自治振興区と連携し、耕作放棄地を活用した○○栽培の拡充と、収穫時の人手不足解消のための収穫体験に取り組む。協働・協力してもらう個人・団体とどういった役割を担ってもらうのかを記載してください。（対価を払って依頼する相手方は対象外）


【都市部等からの関係人口】
関係人口として、○○大学の地域課題解決サークルの学生10名と連携し、栽培のための作業補助や、収穫体験の企画・運営を行っていただく。彼らは地域外から無償で関わり、事業の企画段階から参画する。
交付決定日（交付申請後、広島県が当該申請内容を審査し、交付決定の通知をした日）以降に事業着手となるよう設定してください。



[bookmark: _Hlk194414641]４　事業スケジュール
	[bookmark: _Hlk94231701]当年度
	事業実施予定期間
　令和８年９月交付決定後　～　令和９年２月28日

	
	交付決定以降　必要備品等の調達、○○を育てる会の立ち上げ
・９月～　耕作放棄地での○○生産開始
・10月15日　収穫体験イベントの企画会議①
1月～2月上旬の収穫体験イベントにむけ、イベントの日程、定員を決定
参加者は○○自治振興区5名、関係人口の学生10名（予定）
・10月30日　収穫体験イベントの企画会議②
イベント内容の確定、チラシ発注等、当日の役割分担の決定
参加者は○○自治振興区5名、関係人口の学生10名の予定
・11月～チラシ配布、SNSアカウントの開設
チラシ配付先:○○市役所50枚、○○スーパー20枚、○○自治振興区30枚
SNSアカウントの開設、運用を行う
・1月15日、1月20日、2月10日10:00~12:00　収穫体験イベント当日
各回定員10名、A講師をお招きし、収穫のコツや○○に関する技術的指導を実施。○○自治振興区も収穫の補助を実施。参加者向けのアンケートを実施。
・～2月28日　収穫体験の振り返り、アンケート集計、次年度計画

	翌年度
（計画）
	・４月～　
○○を育てる会の継続、会員増員、生産場所の拡大
・９月～
苗植え体験、収穫体験2回コースの企画・開催　定員10名
収穫体験のみ５回開催　各回定員20名
・12月～
加工品の開発

	翌々年度
以降
（計画）
	・４月～
○○を育てる会の継続、会員増員、地域外会員向けサービスの検討（会費徴収や収穫物の郵送など）、生産場所の拡大
・５月～
加工品販売先の開拓
・９月～
苗植え体験、収穫体験2回コースの企画・開催　定員10名
収穫体験のみ10回開催　各回定員20名
・12月～
加工品の開発




[bookmark: _Hlk196670335]５　事業効果
	期待される
効果
	耕作放棄地の減少、都市部から収穫の人手を確保できる

	効果の
実証方法
	耕作放棄地の解消面積
○○を育てる会に登録する生産者数
収穫体験コースの地域外参加者数


· 地域外から事業に参加させる者の人数等を定量的効果として記載すること。

６　連携する住民自治組織名等
（１）住民自治組織名
	住民自治組織名
	左記組織の事業担当者名

	○○自治振興区
	会長　△△



（２）連携した住民自治組織との役割分担等の内容
	区分
	役割分担等の内容

	住民自治組織
	収穫体験の企画会議への参加、当日の収穫指導、運営補助
体験場所の提供

	「チーム500」
	企画全体調整
大学生企画イベントのサポート



７　関係市町による事業協力等
	区分
	内　容　等

	関係市町名
事業担当課
（担当者名）

	○○市△△課
担当○○


	市町による事業協力の内容等
	・イベントの後援
・市広報誌への掲載








